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医見書 Ver3.2.9では以下機能を追加いたしました。 

 

◆患者情報一覧 

1）ソートした情報での画面保持が可能になるよう「ソート条件を保持する」 

ボタンを追加 

2）一覧項目に「日レセ連携時患者 ID」を追加 

◆患者最新基本情報 

画面に「日レセ連携時患者 ID」を追加し、IDを表示・変更がおこなえるように対応 

◆主治医意見書作成画面 

[生活 3]タブの「医学的管理の必要性」欄に以下の説明文を追加 

「平成 30年 10月より「看護職員の訪問による相談・支援」は未使用項目です。 

（印刷されません。）」 

◆改元対応 

 

◆患者情報一覧：「ソート条件を保持する」ボタンを追加しました。 

※ 

医見書 Ver3.2.8 までは、患者 ID

等でソートした画面の状態を保持

することができませんでした。 

 

① 

例：ID順にソートをおこなうため、 

患者 ID と表記されているところ

をクリックします。 

 

② 

ソートした状態の画面を保持した

い場合は、[ソート条件を保持す

る]ボタンをクリックします。 

 

③「ソート条件を保持中」ボタン

に変わり、患者情報一覧画面を閉

じて、再度開いてもソートした状

態のままの画面で表示されます。 

 

 

 

 

該当項目をソートした後「ソート条件を保持

する」ボタンをクリックすると… 

「ソート条件を保持中」ボタンに変

わります。 
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◆「日レセ連携時患者 ID」項目を追加し、表示・編集がおこなえるように対応 

日医標準レセプトソフト連携をおこなった場合、医見書のデータベース内に保持していた日医標

準レセプトソフトの患者 IDを医見書画面に表示させる機能を追加し、編集も可能になりました。 

 

【患者情報一覧】 

※患者情報一覧画面から右にスクロールすると「日レセ連携時患者 ID」欄が追加されて 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【患者最新基本情報】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ Point ～ 

医見書本体で患者情報を登録した場合、日レセ連携時

患者 IDは「0」と表示されます。 

患者最新基本情報にも「日レセ連携時患者 ID」

を追加し、表示・編集も可能になりました。 
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◆主治医意見書作成画面 

[生活 3]タブの「医学的管理の必要性」欄に以下の説明文を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆改元対応 

これまで「平成」を初期選択していた日付入力欄について、端末の日付時点の元号を 

初期選択するよう対応しました。 

1）画面および帳票に新元号の日付が出力可能となるよう対応 

2）「主治医意見書」「医師意見書」出力時、最終診察日は未入力の場合、「平成」を 

印字しないよう対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「看護職員の訪問による相

談・支援」は平成 30年 10月

に削除されました。 

過去作成したデータを考慮

し、項目自体の削除はおこな

っておりません。 


